
 

 

 

 Koinonia Step#4 ⑥ 

2022 年 9 月４日 

Messenger Akio Chief Minister 

                        Worship Leader Akiho 

 

初めにことばがあった。 

ことばは神とともにあった。ことばは神であった。 

（ヨハネの福音書 1 章 1 節 新改 2017） 

 

聖書はすべて神の霊感によるもので、 

（テモテへの手紙 第二 3 章 16 節 a 新改 2017） 

 

 

あなたがたが新しく生まれたのは、朽ちる種からではなく 

朽ちない種からであり、生きた、いつまでも残る、 

神のことばによるのです。 

（ペテロの手紙 第一 1 章 23 節 新改 2017） 

 

 



主はみことばを送って彼らを癒やし 

滅びの穴から彼らを助け出された。 

（詩篇 107 篇 20 節 新改 2017） 

 

わたしがあなたがたに話してきたことばは、霊であり、 

またいのちです。 

（ヨハネの福音書 6 章 63 節 b 新改 2017） 

 

神のことばは生きていて、力があり、両刃の剣よりも鋭く、 

たましいと霊、関節と骨髄を分けるまでに刺し貫き、 

心の思いやはかりごとを見分けることができます。 

（ヘブル人への手紙 4 章 12 節 新改 2017） 

 

神に近づきなさい。そうすれば、神はあなたがたに 

近づいてくださいます。 

（ヤコブの手紙 4 章 8 節 a 新改 2017） 

 

すべて疲れた人、重荷を負っている人は 

わたしのもとに来なさい。 

わたしがあなたがたを休ませてあげます。 

（マタイの福音書 11 章 28 節 新改 2017） 

 

 

 



私はあなたが行く道であなたを教えあなたを諭そう。 

あなたに目を留め助言を与えよう。 

（詩篇 32 篇 8 節 新改 2017） 

 

みことばを行う人になりなさい。自分を欺いて、 

ただ聞くだけの者となってはいけません。 

（ヤコブの手紙 1 章 22 節 新改 2017） 

 

神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに 

世を愛された。それは御子を信じる者が、一人として 

滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。 

（ヨハネの福音書 3 章 16 節 新改 2017） 

 

 

あなたがたがわたしを選んだのではなく、わたしが 

あなたがたを選び、あなたがたを任命しました。 

（ヨハネの福音書 15 章 16 節 a 新改 2017） 

 

 

十字架のことばは、滅びる者たちには愚かであっても、 

救われる私たちには神の力です。 

  （コリント人への手紙 第一 1 章 18 節 聖新改 2017） 

 

 



●学者（人文・社会系） 

南原 繁（政治学者、東京大学総長） 

どれほど神仏に祈っても、しょせんは自分の無事幸福か、 

せいぜい家内安全を願うことに止まった私の心が、いまや、（聖書の語る） 

自分の罪を知り、それからのあがないとゆるし、 

神の御旨へと向けられるようになった。 

……私は、家庭において日曜日ごとに家族らに聖書の研究や話をした…… 

※これは、南原氏が自分の母親の思い出を語ったときのものです。 

 原文は半ば文語で書かれていましたので、現代文に改めました。 

矢内原 忠雄（経済学者、東京大学総長） 

聖書は学者の書であり、無学者の書であり、万人によって万人に学ばれる 

べく、万人によって解されるところの人類の書なのである。 

われわれが謙虚になって聖書をひもといて見れば、 

それ（知識）は最も基本的な形において聖書に示されておる。これを今日の 

社会情勢と、人間の知識の進歩と、世界の複雑性に照らし合わせて応用すれ 

ばよいだけです。根本は聖書に示されている通りであります。 

隅谷 三喜男（経済学者、東京大学名誉教授、東京女子大学学長） 

旧約聖書も新約聖書も、神が歴史の中で働いてきたことを告白している 

書物です。 

※隅谷氏は、成田空港問題について、地元住民と行政、有識者による 

 円卓会議を開催し、問題の解決と和解に尽力されたことで知られています。 

三笠宮 崇仁殿下（大正天皇第四皇子、上皇陛下の叔父上) 

私は戦時中に敵を知ろうと、キリスト教を調べ聖書にぶつかった。 

初めは文明を誇る白人がなぜこんなものを信じるのかと笑ったが、 



聖書が歴史的事実と知ったとき、聖書から離れられなくなった。 

※ 三笠宮殿下は、古代オリエントを専門とする歴史学者として有名です。 

この言葉は殿下がなぜ歴史を学ぶようになったかについて述べたときのもの 

です。 

●学者（自然科学系） 

大喜多 敏一（元北海道大学工学部教授、国立公害研究所大気環境部長） 

湯川秀樹博士が「私はどこから来てどこに行くのか知りたい。」と 

言われましたが、聖書にはその回答があるのです。 

菅野 猛（元東京大学工学部長） 

聖書はすべて神のことばである。 

アイザック・ニュートン 

いかなる世界の歴史におけるよりも聖書の中には、よりたしかな真理がある。 

アンブローズ・フレミング 

（日本の高校生を悩ませる「右手の法則」「左手の法則」で有名な 

英国の物理学者） 

四つの福音書にあるこれらの出来事（復活とその他の奇跡）の記録を 

研究してみなさい。そうすれば、あなたは確証済みの科学的事実や科学の 

原理の中には、何一つ、奇跡を信じることを妨げるものはない、 

ということがわかるであろう。 

アーサー・ホリー・コンプトン（ノーベル賞受賞者） 

秩序正しく広がっている宇宙は、『初めに神が天と地とを創造した』 

（聖書の冒頭のことば）という、もっとも荘厳なことばの真実さを証明する。 

 

 



ボリス．Ｐ．ドツェンコ 

（元ソ連科学アカデミーの戦略核ミサイル開発者、 

 元キエフ物理学研究所原子力研究部長、カナダに亡命） 

自己中心的で皮相な知識は無神論に至り、客観的で深みのある真の研究は 

神への信仰に至ると言えましょう。この世に与えて下さったことばの書であ 

る聖書に注意を向けて下さった神に感謝します。 

トーマス・エジソン 

光、暖かさ、健康、力はすでにもう存在しているのですから、スイッチを 

入れさえすればよいのです。電線そのものは別に何でもありません。 

絶縁された二、三本の銅線にすぎないのです。しかし、その線の中をプラス 

とマイナス二つの電流が流れると、すべてが変わってきます。 

暗黒は失せ、冷気はなくなり、仕事もたやすくできるようになります。 

聖書は単なる本にすぎませんが、神の御霊によって霊感されている聖書の 

各ページを、神の義と愛とが、プラス・マイナス二つの電流のように流れ、 

キリストの十字架で合流しています。 

聖書だけが、私たちに救い主を示してくれます。そのことによって聖書は、 

私たちの全生涯を造り変えることができる力の泉となるのです。 

あなたは誘惑にあい、疑惑と敗北と弱さに満ちたご自分の生活に倦み疲れて 

はいませんか。また、不安や心配にあきあきしてはいませんか。 

スイッチを入れなさい。聖書を読みなさい。 

●文学者・哲学者・教育者 

ゲーテ 

私が獄につながれ、ただ一冊の本を持ち込むことを許されるとしたら 

私は聖書を選ぶ。 



テニスン 

聖書を読むこと。そのことが教育である。 

イマヌエル・カント 

聖書の存在は、人類がかつて経験したうちで最も大きい恵みである。 

その価値を減らそうとのいかなる企ても、人類への罪悪となる。 

ウイリアム・クラーク（「少年よ大志を抱け」の言葉で知られる） 

今、自分は一生をふりかえってみると、何も誇るようなものはないが、 

ただ日本の札幌において数カ月の間、日本の青年たちに聖書を教えたことを 

思うと、すこし満足と喜びを感じる。 

●軍人 

淵田 美津雄 

（旧帝国海軍のパイロットで真珠湾攻撃の総指揮官として有名、 

       戦後にクリスチャンとなる） 

私は熱心に聖書を読みました。私の人生観はキリストによって完全に 

変えられました。 

●政治家 

マハトマ・ガンジー 

私の生涯に最も深い影響を与えた書物は聖書である。 

ジョージ・ワシントン（米国大統領） 

神と聖書なしに、この世を正しく統治することは不可能である。 

アブラハム・リンカーン（米国大統領） 

聖書は、神が人間に賜った最もすばらしい賜物である。 

人間にとって望ましいものはすべて聖書にある。 

聖書はそれ自身の権威を裏づける無数の証拠を持っている。 



セオドア・ルーズベルト（米国大統領） 

聖書を教えない単なる教育は、無責任な人に鉄砲を渡すようなものである。 

Ｗ．Ｅ．グラッドストン（英国首相） 

私はこの時代に、偉人と呼ばれる９５人の人を知っている。 

うち８７人は、聖書を奉ずる人であった。聖書の特色はその特異性にあり、 

他のあらゆる書物を無限に引き離している。 

ナポレオン 

聖書はただの書物ではない。 

それに反対するすべてのものを征服する力を持つ生き物である。 

●その他 

ヘレン・ケラー 

私が毎日、もっとも愛読する書物、それは聖書です。 

私の辞書に「悲惨」という文字はありません。 

聖書はダイナミックなカであり、変わることのない理想を示すものです。 

 

考えてみましょう 

 

心に刺さった聖書のみことばはありましたか？ 

 

 

                


